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第１節 高齢化の状況

高齢化の現状と将来像

５人に１人が高齢者という社会
○ 我が国の総人口は、平成２０（２００８）年１０月
１日 現 在、１億２，７６９万 人 で、前 年（１億
２，７７７万人：１９年１０月１日現在推計人口）に
比べて約８万人の減少となった。６５歳以上の
高齢者人口は、過去最高の２，８２２万人（前年
２，７４６万人）となり、総人口に占める割合（高
齢化率）も２２．１％（前年２１．５％）となり、２２％
を超える結果となった。

○ また、高齢者人口のうち、「６５～７４歳人口」
（前期高齢者）は１，５００万人（男性７０６万人、
女性７９４万人、性比８８．９）で総人口に占める
割合は１１．７％、「７５歳以上人口」（後期高齢
者）は１，３２２万人（男性４９９万人、女性８２３万

人、性比６０．６）で、総人口に占める割合は
１０．４％となり、初めて１０％を超えた（表１－
１－１）。

２．５人に１人が６５歳以上、４人に１人が７５歳以上
○ 総人口が減少するなかで高齢者が増加する
ことにより高齢化率は上昇を続け、平成２５
（２０１３）年には高齢化率が２５．２％で４人に１
人となり、４７（２０３５）年に３３．７％で３人に１
人となる。５４（２０４２）年以降は高齢者人口が
減少に転じても高齢化率は上昇を続け、６７
（２０５５）年には４０．５％に達して、国民の２．５
人に１人が６５歳以上の高齢者となる社会が到
来すると推計されている。総人口に占める７５
歳以上人口の割合も上昇を続け、いわゆる
「団塊ジュニア」（昭和４６（１９７１）～４９（１９７４）

平成２０年１０月１日 平成１９年１０月１日
総数 男 女 総数 男 女

人口
（万人）

総人口 １２７，６９２ ６２，２５１ ６５，４４１ １２７，７７１ ６２，３１０ ６５，４６１
（性比）９５．１ （性比）９５．２

高齢者人口（６５歳以上） ２８，２１６ １２，０４４ １６，１７２ ２７，４６４ １１，７０３ １５，７６０
（性比）７４．５ （性比）７４．３

６５～７４歳人口（前期高齢者） １４，９９８ ７，０５８ ７，９３９ １４，７６０ ６，９３８ ７，８２２
（性比）８８．９ （性比）８８．７

７５歳以上人口（後期高齢者） １３，２１８ ４，９８６ ８，２３３ １２，７０３ ４，７６６ ７，９３８
（性比）６０．６ （性比）６０．０

生産年齢人口（１５～６４歳） ８２，３００ ４１，４０５ ４０，８９５ ８３，０１５ ４１，７４５ ４１，２７０
（性比）１０１．２ （性比）１０１．２

年少人口（０～１４歳） １７，１７６ ８，８０２ ８，３７４ １７，２９３ ８，８６１ ８，４３１
（性比）１０５．１ （性比）１０５．１

構成比

総人口 １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０
高齢者人口（高齢化率） ２２．１ １９．３ ２４．７ ２１．５ １８．８ ２４．１
６５～７４歳人口 １１．７ １１．３ １２．１ １１．６ １１．１ １１．９
７５歳以上人口 １０．４ ８．０ １２．６ ９．９ ７．６ １２．１
生産年齢人口 ６４．５ ６６．５ ６２．５ ６５．０ ６７．０ ６３．０
年少人口 １３．５ １４．１ １２．８ １３．５ １４．２ １２．９

平成２０年度 高齢化の状況及び高齢社会対策の実施状況

単位：千人（人口）、％（増加率、構成比）

資料：総務省「推計人口」（各年１０月１日現在）
（注）「性比」は、女性人口１００人に対する男性人口

表１－１－１ 高齢化の現状



（年）

資料：2005年までは総務省「国勢調査」、2010年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成18年12月推計）」の出生中位・
　　死亡中位仮定による推計結果
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総人口
（左側（　）
内目盛り）

高齢者人口
（棒グラフ上数値）

高齢化率
（右目盛り）

65～74歳人口
（前期高齢者）

75歳以上
人口割合
（右目盛り）

75歳以上人口
（後期高齢者）

1.3人2.0人3.3人4.8人高齢者１人を支える生産年齢人口（15～64歳）数→ 2.3人

年に生まれた者）が７５歳以上となった後に、
６７（２０５５）年には２６．５％となり、４人に１人
が７５歳以上の高齢者となると推計されている
（図１－１－４）。

年少人口、出生数とも現在の半分以下に、生産
年齢人口は４，５９５万人に
○ 年少人口（０～１４歳）は平成５１（２０３９）年
に１，０００万人を割り、６７（２０５５）年には７５２万人
と、現在の半分以下になると推計されている。
出生数の減少は、生産年齢人口（１５～６４歳）

にまで影響を及ぼし、平成２４（２０１２）年に
８，０００万人を割り、６７（２０５５）年には４，５９５万
人となると推計されている。

現役世代１．３人で１人の高齢者を支える社会の
到来
○ ６５歳以上の高齢人口と１５～６４歳の生産年齢

人口の比率をみてみると、昭和３５（１９６０）年
には１人の高齢人口に対して１１．２人の生産年
齢人口がいたのに対して、平成１７（２００５）年
には高齢者１人に対して現役世代３．３人に
なっている。今後、高齢化率は上昇を続け、
現役世代の割合は低下し、６７（２０５５）年には、
１人の高齢人口に対して１．３人の生産年齢人
口という比率になる。
仮に１５～６９歳を支え手とし、７０歳以上を高

齢人口として計算してみても、７０歳以上の高
齢人口１人に対して生産年齢人口１．７人とい
う比率となる（表１－１－６）。

男性８３．６７歳、女性９０．３４歳まで生きられる
○ 平均寿命は、平成１９（２００７）年現在、男性
７９．１９年、女性８５．９９年であるが、今後、男女
とも引き続き延びて、６７（２０５５）年には、男
性８３．６７年、女性９０．３４年となり、女性の平均

図１－１－４ 高齢化の推移と将来推計
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資料：2005年までは、厚生労働省「完全生命表」、2007年は厚生労働省「簡易生命表」
　　　2015年以降は、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成18年12月推計）」の出生中位・死亡中位仮定による推計結果

寿命は９０年を超えると見込まれている（図
１－１－７）。

高齢化の国際的動向

我が国は世界のどの国も経験したことのない高
齢社会となる
○ 先進諸国の高齢化率を比較してみると、我
が国は１９８０年代までは下位、９０年代にはほぼ

昭和３５（１９６０）年 １１．２
４０（１９６５）年 １０．８
４５（１９７０）年 ９．８
５０（１９７５）年 ８．６
５５（１９８０）年 ７．４
６０（１９８５）年 ６．６

平成２（１９９０）年 ５．８
７（１９９５）年 ４．８
１２（２０００）年 ３．９

生産年齢人口（１５～６４歳）を支え手とすると １５～６９歳を支え手とすると
（a）

６５歳以上を何人
で支えるのか

（b）
７０歳以上を何人
で支えるのか

（c）
７５歳以上を何人
で支えるのか

（b）’
７０歳以上を何人
で支えるのか

（c）’
７５歳以上を何人
で支えるのか

平成１７（２００５）年 ３．３ ４．６ ７．３ ５．０ ７．９
２０（２００８）年 ２．９ ４．１ ６．２ ４．５ ６．８
２７（２０１５）年 ２．３ ３．２ ４．７ ３．６ ５．３
３７（２０２５）年 ２．０ ２．４ ３．３ ２．７ ３．６
４７（２０３５）年 １．７ ２．１ ２．８ ２．４ ３．２
５７（２０４５）年 １．４ １．７ ２．４ ２．０ ２．７
６７（２０５５）年 １．３ １．５ １．９ １．７ ２．２

資料：平成２０年は総務省「推計人口」
他は、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成１８年１２月推計）」の出生中位・死亡中位仮定による推計結果

（参考）６５歳以上の者を支えてきた１５～６４歳の者の人数
（１人当たり） （単位：人）

資料：総務省「国勢調査」より作成。

図１－１－７ 平均寿命の推移と将来推計

表１－１－６ 高齢世代人口と生産年齢人口の比率



（2005年）

資料：UN，World Population Prospects: The 2006 Revision
　　　ただし日本は、総務省「国勢調査」及び国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成18年12月推計）」の出生中位・死亡中位
　　　仮定による推計結果による。
（注）先進地域とは、北部アメリカ、日本、ヨーロッパ、オーストラリア及びニュージーランドをいう。
　　　開発途上地域とは、アフリカ、アジア（日本を除く）、中南米、メラネシア、ミクロネシア、ポリネシアからなる地域をいう。
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２．アジア
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中位であったが、２１世紀初頭には最も高い水
準となり、世界のどの国もこれまで経験した

ことのない高齢社会になると見込まれている
（図１－１－１３）。

図１－１－１３ 世界の高齢化率の推移
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